
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　孔を設けた上面板、及びこの上面板の四方から下方に延びてロ字状をなした四つの側面
板を有する筺体と、前記孔に挿通された操作軸と、互いに直交して配置された状態で、互
いに対向する前記側面板間に回動可能に取り付けられた第１，第２連動部材と、前記側面
板に取り付けられ、前記操作軸によって、前記第１，第２連動部材を介して操作可能な複
数の電気部品とを備え、少なくとも一つの第１の前記側面板は、下方側に切り込み部を設
けて形成された舌片部を有し、

舌片部に設けられた孔には 記第１
，或いは第２連動部材の少なくとも一端部 挿入 、前記一端部 回動可能に保持

したことを
特徴とする多方向入力装置。
【請求項２】

10

20

JP 3973354 B2 2007.9.12

該舌片部の下端部が外方に折り曲げられて傾斜状になって
おり、前記切り込み部がＵ字状の孔で形成されて、前記舌片部の両側には一対の側板部が
形成されると共に、前記舌片部の下方に位置した状態で、前記一対の側板部間を繋ぐ外方
に突出する逃げ部を有する連結部が設けられ、前記 、前

が されて が さ
れており、前記舌片部を設けた前記第１の側面板と対向する第２の前記側面板には、前記
電気部品の一つが取り付けられ、前記第２の側面板に設けた孔には、前記第１，或いは第
２連動部材の他端部が回動可能に保持され、該他端部から前記電気部品と係合する係合部
が当該連動部材の回転軸方向に延びて設けられると共に、前記第１，或いは第２連動部材
の前記一端部が前記筺体の下方から挿入されて前記舌片部の前記孔にスナップ結合され、
前記筺体内に取り付けられる前記第１，或いは第２連動部材を回動可能に保持



　前記第１連動部材は、互いに対向する第３，第４の前記側面板に回動可能に取り付けら
れると共に、前記第２連動部材は、前記第１，第２の側面板に回動可能に取り付けられ、
前記第２連動部材が前記第１連動部材よりも下方に位置した状態で、前記第１，第２の側
面板に取り付けられたことを特徴とする請求項 載の多方向入力装置。
【請求項３】
　前記第１連動部材の一端部を保持する前記第３の側面板には、下方が開放した切り欠き
部を設け、この切り欠き部の上端には、前記切り欠き部の下方から挿入された前記第１連
動部材の前記一端部の上部を当接させると共に、前記第１連動部材の前記一端部の下部が
底板によって支持されて、前記第１連動部材の前記一端部が前記切り欠き部の前記上端と
前記底板によって回動可能に保持されたことを特徴とする請求項 記載の多方向入力装置
。
【請求項４】
　前記第３の側面板と対向する前記第４の側面板には、前記電気部品のもう一つが取り付
けられ、前記第４の側面板に設けた孔には、前記第１連動部材の他端部が回動可能に保持
されたことを特徴とする請求項 記載の多方向入力装置。
【請求項５】
　前記第１連動部材には、前記操作軸が回転可能に取り付けられたことを特徴とする請求
項 から の何れかに記載の多方向入力装置。
【請求項６】
　前記第１，第２連動部材が合成樹脂、或いは亜鉛ダイキャストの成型品で形成されたこ
とを特徴とする請求項１から の何れかに記載の多方向入力装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ゲーム機等に使用され、操作軸の操作により複数の電気部品を操作することが
できる多方向入力装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のジョイスティック型の多方向入力装置の構成を図２８～図３０に基づいて説明する
と、金属板が折り曲げられて形成された筺体３１は、大きな孔３１ａを有する上面板３１
ｂと、この上面板３１ｂの四方から折り曲げされて下方に延びる四つの側面板３１ｃ、３
１ｄ、３１ｅ、３１ｆと、この四つの側面板３１ｃ～３１ｆに設けられた孔３１ｇとを有
する。
【０００３】
回転型の可変抵抗器からなる複数の電気部品３２ａ、３２ｂは、箱形のケース３３と、こ
のケース３３の開放部に取り付けられ、抵抗体（図示せず）を設けた絶縁基板３４と、こ
の絶縁基板３４に回転可能に取り付けられ、抵抗体上を摺動する摺動子（図示せず）を取
り付けた回転体３５とで構成されて、それぞれが単体の電気部品３２ａ、３２ｂとして形
成されている。
そして、隣り合う側面板３１ｄ、３１ｆにケース３３を取り付けて、２個の電気部品３２
ａ、３２ｂが互いに直角状態に取り付けられている。
【０００４】
第１，第２連動部材３６，３７は、中央部にスリット３６ａ、３７ａを有し、この第１，
第２連動部材３６、３７は、互いに直交して十字状になるように配置され、第１連動部材
３６の両端部３６ｂ、３６ｃは、互いに対向する側面板３１ｄ、３１ｃの孔３１ｇに挿入
され、また、第２連動部材３７の両端部３７ｂ、３７ｃは、互いに対向する側面板３１ｅ
、３１ｆの孔３１ｇに挿入されて、回動可能に取り付けられている。
【０００５】
そして、第１、第２連動部材３６、３７が取り付けられた際、第１連動部材３６の端部３
６ｂは一つの電気部品３２ａの回転体３５と係合し、また、第２連動部材３７の端部３７
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ｃはもう一つの電気部品３２ｂの回転体３５と係合している。
そして、第１，第２連動部材３６，３７が同時、或いは単独に回転した時、回転体３５も
回転し、これによって、摺動子が抵抗体上を摺動して、抵抗値を可変し、電気部品３２ａ
、３２ｂが操作されるようになっている。
【０００６】
また、前記第１連動部材３６は、打ち抜き加工、折り曲げ加工、絞り加工されたバネ性あ
る金属板で形成され、この第１連動部材３６の筺体３１への取付は、図２８に示すように
、矢印Ｚ方向に第１連動部材３６を撓ませた状態で、第１連動部材３６を筺体３１の下方
から筺体３１内に挿入して、両端部３６ｂ、３６ｃを側面板３１ｄ、３１ｃの孔３１ｇに
掛け止めするものである。
【０００７】
また、前記第２連動部材３７は、亜鉛ダイキャストの成型品からなり、この第２連動部材
３７の筺体３１への取付は、図２８に示すように、矢印Ｙ方向に側面板３１ｅ、３１ｆの
下方を開いた状態で、第２連動部材３７を筺体３１の下方から筺体３１内に挿入し、しか
る後、開いた状態の側面板３１ｅ、３１ｆを直立状態に戻して、両端部３７ｂ、３７ｃを
側面板３１ｅ、３１ｆの孔３１ｇに掛け止めするものである。
そして、この第１，第２連動部材３６，３７は、先ず、第２連動部材３７よりも上方に位
置する第１連動部材３６が先に取り付けられ、しかる後、第１連動部材３６よりも下方に
位置する第２連動部材３７の取付が行われるようになっている。
【０００８】
孔３８ａを有する操作軸３８は、第１，第２連動部材３６，３７のスリット３６ａ、３７
ａに挿通され、第２連動部材３７に設けた孔３７ｄと操作軸３８の孔３８ａに挿通された
止め棒３９によって、第２連動部材３７に回動可能に取り付けられると共に、操作軸３８
の上部は、孔３１ａから上方に突出して、先端部には摘み４０が取り付けられている。
また、この操作軸３８の組込は、操作軸３８を第２連動部材３７に取り付けた後、操作軸
３８が先に組み込まれた第１連動部材３６のスリット３６ａと、上面板３１ｂの孔３１ａ
に挿通され、このような状態で、第２連動部材３７を組込することによって、操作軸３８
が組み立てられるようになっている。
【０００９】
そして、操作軸３８がスリット３７ａに沿って回動（傾倒）した時、操作軸３８は、第１
連動部材３６を押圧して、第１連動部材３６を回動して電気部品３２ａを操作し、また、
操作軸３８がスリット３６ａに沿って回動（傾倒）した時、操作軸３８は、第２連動部材
３７を押圧して、第２連動部材３７を回動して電気部品３２ｂを操作し、更に、操作軸３
８が二つの孔３１ｇ間方向に回動（傾倒）した時、操作軸３８は、第１、第２連動部材３
６、３７を押圧して、第１、第２連動部材３６、３７を回動して電気部品３２ａ、３２ｂ
を同時に操作するようになっている。
【００１０】
金属板からなる四角状の底板４１は、筺体３１の下方の開放部を塞ぐように、筺体３１の
下部に取り付けられている。
金属板を絞り加工等して形成された揺動部材４２は、底壁４２ａを有する皿状部４２ｂと
、底壁４２ａの中央部に設けられた筒状部４２ｃとを有する。
そして、揺動部材４２は、底板４１上に底壁４２ａを載置した状態で、筒状部４２ｃ内に
、操作軸３８の凸部３８ｂが挿入されて取り付けられている。
【００１１】
また、揺動部材４２と操作軸３８の鍔部３８ｃ間には、コイルバネ４３を介在させ、この
コイルバネ４３によって、常時、操作軸３８を上方に弾圧すると共に、揺動部材４２を底
板４１に弾圧している。
この構成によって、揺動部材４２は、コイルバネ４３によって、常に水平状態を維持する
ようになっているため、揺動部材４２の底壁４２ａが水平状態で底板４１上に載置されて
いる通常時は、操作軸３８が未傾倒の直立状態となっている。　このような状態で、操作
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軸３８を回動（傾倒）した時、揺動部材４２が底壁４１に対して傾いた状態となる。
【００１２】
また、操作軸３８の傾倒動作を解除すると、コイルバネ４３によって、揺動部材４２が水
平状態に戻るようになると共に、この動作で、操作軸３８も直立状態に戻されるようにな
っている。
即ち、揺動部材４２とコイルバネ４３によって、操作軸３８の自動復帰を行わしめるため
の復帰手段が形成されている。
【００１３】
このような構成を有する従来の多方向入力装置の動作を説明すると、先ず、摘み４０を摘
んで操作軸３８を傾倒させると、操作軸３８は止め棒３９、或いは両端部３７ｂ、３７ｃ
を支点として傾倒し、その結果、操作軸３８が第１連動部材３６，又は／及び第２連動部
材３７を押圧して、これを回転させる。
すると、第１，第２連動部材３６，３７がそれぞれ電気部品３２ａ、３２ｂの回転体３５
を回転させて、電気部品３２ａ、３２ｂを操作する。
【００１４】
また、操作軸３８の傾倒動作によって、揺動部材４２が傾いた状態となり、次に、操作軸
３８への傾倒動作を解除すると、コイルバネ４３によって、揺動部材４２水平状態に戻る
ようになると共に、この動作で、操作軸３８も直立状態の元の状態に戻される。
このようにして、従来の多方向入力装置の動作が行われるものである。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】
従来の多方向入力装置において、バネ性ある金属板からなる第１連動部材３６の筺体３１
への取付は、第１連動部材３６を撓ませた状態で、筺体３１内に挿入するため、その作業
が面倒で、組立性が悪く、コスト高になるという問題がある。
また、第１連動部材３６が金属板で形成されているため、厚さが薄く、このため、スリッ
ト３６ａ内における操作軸３８と第１連動部材３６の対向面積が小さく、操作軸３８と第
１連動部材３６との間の遊びが大きくなって、操作軸３８の傾倒動作時に、直ちに第１連
動部材３６に傾倒動作が伝達できないという問題がある。
【００１６】
また、亜鉛ダイキャストの成型品で形成された第２連動部材３７の筺体３１への取付は、
側面板３１ｅ、３１ｆを開いた状態で、第２連動部材３７を筺体３１内に挿入し、しかる
後、開いた状態の側面板３１ｅ、３１ｆを直立状態に戻すものであるため、その作業が面
倒で、組立性が悪く、コスト高になるという問題がある。
また、第１連動部材３６より後に組み込まれる第２連動部材３７には、操作軸３８が取り
付けられているため、第２連動部材３７の組込時、操作軸３８を第１連動部材３６のスリ
ット３６ａと上面板３１ｂの孔３１ａの双方に挿通せねばならず、その作業が面倒で、組
立性が悪いという問題がある。
【００１７】
そこで、本発明は、組立性が良好で、安価な多方向入力装置を提供することを目的とする
ものである。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決す めの第１の解決手段として、孔を設けた上面板、及びこの上面板
の四方から下方に延びてロ字状をなした四つの側面板を有する筺体と、前記孔に挿通され
た操作軸と、互いに直交して配置された状態で、互いに対向する前記側面板間に回動可能
に取り付けられた第１，第２連動部材と、前記側面板に取り付けられ、前記操作軸によっ
て、前記第１，第２連動部材を介して操作可能な複数の電気部品とを備え、少なくとも一
つの第１の前記側面板は、下方側に切り込み部を設けて形成された舌片部を有し、
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部の下端部が外方に折り曲げられて傾斜状になっており、前記切り込み部がＵ字状の孔で
形成されて、前記舌片部の両側には一対の側板部が形成されると共に、前記舌片部の下方



舌片部に設けられた孔には 記第１，或いは第２連動部材の少なくとも一
端部 挿入 、前記一端部 回動可能に保持

した構成とした。
【００２１】
　また、 の解決手段として、前記第１連動部材は、互いに対向する第３，第４の前記
側面板に回動可能に取り付けられると共に、前記第２連動部材は、前記第１，第２の側面
板に回動可能に取り付けられ、前記第２連動部材が前記第１連動部材よりも下方に位置し
た状態で、前記第１，第２の側面板に取り付けられた構成とした。
【００２２】
　また、 の解決手段として、前記第１連動部材の一端部を保持する前記第３の側面板
には、下方が開放した切り欠き部を設け、この切り欠き部の上端には、前記切り欠き部の
下方から挿入された前記第１連動部材の前記一端部の上部を当接させると共に、前記第１
連動部材の前記一端部の下部が底板によって支持されて、前記第１連動部材の前記一端部
が前記切り欠き部の前記上端と前記底板によって回動可能に保持された構成とした。
【００２３】
　また、 の解決手段として、前記第３の側面板と対向する前記第４の側面板には、前
記電気部品のもう一つが取り付けられ、前記第４の側面板に設けた孔には、前記第１連動
部材の他端部が回動可能に保持された構成とした。
　また、 の解決手段として、前記第１連動部材には、前記操作軸が回転可能に取り付
けられた構成とした。
　また、 の解決手段として、前記第１，第２連動部材が合成樹脂、或いは亜鉛ダイキ
ャストの成型品で形成された構成とした。
【００２４】
【発明の実施の形態】
本発明の多方向入力装置の図面を説明すると、図１は本発明の多方向入力装置の平面図、
図２は図１の２－２線における断面図、図３は図１の３－３線における断面図、図４は本
発明の多方向入力装置に係り、動作を説明するための説明図、図５は本発明の多方向入力
装置に係り、動作を説明するための説明図、図６は本発明の多方向入力装置に係る操作軸
の平面図、図７は本発明の多方向入力装置に係る操作軸の右側面図である。
【００２５】
また、図８は本発明の多方向入力装置に係る筺体の平面図、図９は本発明の多方向入力装
置に係る筺体の正面図、図１０は本発明の多方向入力装置に係る筺体の裏面図、図１１は
本発明の多方向入力装置に係る筺体の左側面図、図１２は本発明の多方向入力装置に係る
筺体の右側面図、図１３は本発明の多方向入力装置に係る筺体の下面図である。
【００２６】
また、図１４は本発明の多方向入力装置に係る第１連動部材の平面図、図１５は図１４の
１５－１５線における断面図、図１６は本発明の多方向入力装置に係る第１連動部材の下
面図、図１７は本発明の多方向入力装置に係る第２連動部材の平面図、図１８は図１７の
１８－１８線における断面図、図１９は本発明の多方向入力装置に係る第２連動部材の下
面図、図２０～図２３は本発明の多方向入力装置に係り、第１連動部材の組立を説明する
ための説明図、図２４～図２７は本発明の多方向入力装置に係り、第２連動部材の組立を
説明するための説明図である。
【００２７】
まず、本発明の多方向入力装置は、図５に示すように、鉄板等からなる箱形の筺体１は、

10

20

30

40

50

(5) JP 3973354 B2 2007.9.12

に位置した状態で、前記一対の側板部間を繋ぐ外方に突出する逃げ部を有する連結部が設
けられ、前記 、前

が されて が されており、前記舌片部を設けた前記第
１の側面板と対向する第２の前記側面板には、前記電気部品の一つが取り付けられ、前記
第２の側面板に設けた孔には、前記第１，或いは第２連動部材の他端部が回動可能に保持
され、該他端部から前記電気部品と係合する係合部が当該連動部材の回転軸方向に延びて
設けられると共に、前記第１，或いは第２連動部材の前記一端部が前記筺体の下方から挿
入されて前記舌片部の前記孔にスナップ結合され、前記筺体内に取り付けられる前記第１
，或いは第２連動部材を回動可能に保持

第２

第３

第４

第５

第６



打ち抜き加工と折り曲げ加工されて形成され、特に図８～図１３に示すように、四角形の
上面板１ａと、この上面板１ａの中央部に設けられた円形の孔１ｂと、上面板１ａの四方
から折り曲げされて下方に延びるロ字状をなした四つの第１～第４の側面板１ｃ、１ｄ、
１ｅ、１ｆを有して、筺体１の内部が空洞になって形成されている。
【００２８】
また、筺体１の第１の側面板１ｃは、図１１に示すように、下方にＵ字状の孔からなる切
り込み部１ｇを設けて形成された舌片部１ｈと、舌片部１ｈの両側に切り込み部１ｇを挟
んで形成された一対の側板部１ｊと、舌片部１ｈの下方に位置した状態で、一対の側板部
１ｊを繋ぐ連結部１ｋと、舌片部１ｈに設けられた円形の孔１ｍを有する。
更に、舌片部１ｈの下端部は、外方に折り曲げられて傾斜状になっていると共に、舌片部
１ｈと対向する連結部１ｋは、台形状で外方に突出（膨出）した逃げ部１ｎ（図１３参照
）が設けられて、この逃げ部１ｎによって、後述する第２連動部材３に対して、筺体１下
方からの挿入を容易にしている。
また、第１の側面板１ｃと対向する第２の側面板１ｄは、図１２に示すように、孔１ｍと
対向する位置に設けられた円形の孔１ｐと、この孔１ｐの下方に設けられた三日月状の孔
１ｑと、複数の取付孔１ｒとを有する。
【００２９】
更に、第３の側面板１ｅは、図１０に示すように、下方が開放した切り欠き部１ｓと、こ
の切り欠き部１ｓの上端に設けられた半円筒状の受け部１ｔと、切り欠き部１ｓの両側に
位置する一対の側板部１ｕと、一対の側板部１ｕの下方部同士を繋ぐ連結部１ｖとを有す
る。
そして、この連結部１ｖは、先の連結部１ｋと同様に、台形状で外方に突出（膨出）した
逃げ部１ｗ（図１３参照）が設けられて、この逃げ部１ｗによって、後述する底板１０に
対して、筺体１下方からの挿入を容易にしていると共に、この逃げ部１ｗによって、切り
欠き部１ｓの下方が開放状態となっている。
更に又、第３の側面板１ｅと対向する第４の側面板１ｆは、図９に示すように、切り欠き
部１ｓと対向する位置に設けられた円形の孔１ｘと、この孔１ｘの下方に設けられた三日
月状の孔１ｙと、複数の取付孔１ｚとを有する。
【００３０】
前記筺体１の空洞内部には、第１、第２連動部材２、３が、十字状に直交して組み合わさ
れて配設されている。
そして、合成樹脂、或いは亜鉛ダイキャストの成型品からなる第１連動部材２は、特に図
１４～図１６に示すように、中央部に位置する半円状の基部２ａと、この基部２ａの中央
部に設けられたスリット２ｂと、基部２ａの一端側に位置する一端部２ｃと、基部２ａの
他端側に位置する他端部２ｄと、この他端部２ｄから軸方向に延びる非円形の係合部２ｅ
と、基部２ａの外周から円周方向に突出した一対の円弧状の鍔部２ｆと、スリット２ｂを
横切って基部２ａに設けられた孔２ｇと、コイルバネ８をガイドする受け部２ｈとを有す
る。
【００３１】
そして、この第１連動部材２の両端部２ｃ、２ｄには、筺体１に支承される軸部が形成さ
れており、第１連動部材２は、一端部２ｃの上部が第３の側面板１ｅの切り欠き部１ｓの
上端に当接し、他端部２ｄが第４の側面板１ｆの孔１ｘに嵌入、支承されて、筺体１に回
動可能に取り付けられている。
なお、一端部２ｃの下部は、後述する底板１０によって支持された構成となっている。
【００３２】
また、合成樹脂、或いは亜鉛ダイキャストの成型品からなる第２連動部材３は、特に図１
７～図１９に示すように、中央部に位置する弓状の基部３ａと、この基部３ａの中央部に
設けられたスリット３ｂと、基部３ａの一端側に位置する一端部３ｃと、基部３ａの他端
側に位置する他端部３ｄと、この他端部３ｄから軸方向に延びる非円形の係合部３ｅと、
基部３ａの外周から円周方向に突出した一対の円弧状の鍔部３ｆと、コイルバネ８をガイ
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ドする受け部３ｇとを有する。
【００３３】
そして、この第２連動部材３の両端部３ｃ、３ｄには、筺体１に支承される軸部が形成さ
れており、第２連動部材３は、一端部３ｃが第１の側面板１ｃに設けられた舌片部１ｈの
孔１ｍに嵌入、支承され、他端部３ｄが第２の側面板１ｄの孔１ｐに嵌入、支承されて、
筺体１に回動可能に取り付けられている。
また、この第２連動部材３は、第１連動部材２よりも下方に位置した状態で、筺体１に取
り付けられると共に、第１，第２連動部材２，３が筺体１に取り付けられた際、両者の鍔
部２ｆ、３ｆの下部は、面一となっている。
そして、この鍔部２ｆ、３ｆの下部には、後述するコイルバネ８の上端部が当接するよう
になっている。
【００３４】
金属材等からなる操作軸４は、図６、図７に示すように、平坦状の取付部４ａと、この取
付部４ａの中心部に設けられた円形の孔４ｂと、取付部４ａから前方に延びる円柱状の操
作部４ｃと、取付部４ａから後方に延びる円柱状の突起４ｄとを有する。
そして、この操作軸４は、突起４ｄ側から第１連動部材２のスリット２ｂに挿入して、取
付部４ａをスリット２ｂ内に位置させた状態で、円柱状の止め棒５を、第１連動部材２の
孔２ｇと操作軸４の孔４ｂに挿通し、しかる後、止め棒５の先端部をカシメて、操作軸４
を第１連動部材２に回動可能（傾倒可能）に取り付ける。
【００３５】
また、第１連動部材２に傾倒可能に取り付けられた操作軸４は、操作部４ｃが上面板１ａ
の孔１ｂから上方に突出すると共に、突起４ｄが第２連動部材３のスリット３ｂに挿通さ
れた状態となっている。
そして、操作軸４が図４に示すように、第１連動部材２のスリット２ｂに沿って回動（傾
倒）した時、操作軸４は、突起４ｄで第２連動部材３を押圧して、第２連動部材３を回動
させ、また、操作軸４が図５に示すように、第２連動部材３のスリット３ｂに沿って回動
（傾倒）した時、操作軸４は、操作部４ｃで第１連動部材２を押圧して、第１連動部材２
を回動するようになっている。
【００３６】
次に、第１連動部材２の組立方法を図２０～図２３に基づいて説明すると、先ず、第１連
動部材２には、止め棒５によって、操作軸４を取り付ける。
次に、図２０に示すように、筺体１の下方から筺体１内に第１連動部材２を挿入する。
この時、操作軸４の操作部４ｃが孔１ｂから突出するようにすると共に、他端部２ｄ側か
ら挿入して、係合部２ｅを第４の側面板１ｆの孔１ｘに係合させる。
【００３７】
次に、図２１に示すように、孔１ｘに係合した係合部２ｅを支点として、その反対側の一
端部２ｃ側を筺体１内に押し込む。
すると、第１連動部材２は、図２２の状態を経て図２３に示すように、一端部２ｃが切り
欠き部１ｓの上端に位置する受け部１ｔに当接すると共に、他端部２ｄが孔１ｘに嵌合し
て、筺体１に対して水平状態に取り付けられる。
また、この組立途上の図２１～図２３において、孔１ｙによって受け部２ｈが支障無くは
め合わされ、また、逃げ部１ｗによって下方が開放された切り欠き部１ｓに、一端部２ｃ
が支障無く、順次はめ合わされて、その組立が容易となっている。
また、側面板からの突出量が少なく、ほぼ面一の一端部２ｃを、係合部２ｅを組み込んだ
後に、挿入するようにしているので、組立の作業性がよい。
【００３８】
次に、第２連動部材３の組立方法を図２４～図２７に基づいて説明すると、先ず、図２４
に示すように、筺体１の下方から筺体１内に第２連動部材３を挿入する。
この時、他端部３ｄ側から挿入して、図２５に示すように、係合部３ｅを第２の側面板１
ｄの孔１ｐに係合させる。
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次に、図２６に示すように、孔１ｐに係合した係合部３ｅを支点として、その反対側の一
端部３ｃ側を筺体１内に押し込む。
【００３９】
すると、舌片部１ｈの傾斜部に一端部３ｃがぶつかって、この舌片部１ｈを外方に撓ませ
た後、図２７に示すように、一端部３ｃが第１の側面板１ｃの孔１ｍにスナップ結合する
と共に、他端部３ｄが孔１ｐに嵌合して、筺体１に対して水平状態に取り付けられる。
また、この組立途上の図２６，図２７において、孔１ｑによって受け部３ｇが支障無くは
め合わされ、逃げ部１ｎによって舌片部１ｈの下方が開放されているため、一端部３ｃが
支障無く、舌片部１ｈの下部にぶつかって、一端部３ｃのスナップ結合による組立が容易
となっている。
更に、第２連動部材３の組立途上において、図２５から図２６に示す間の工程で、スリッ
ト３ｂに操作軸４の突起４ｄをはめ合わせると共に、下方に位置して取り付けられた第２
連動部材３によって、上方に位置する第１連動部材２の落下を防止している。
なお、この際、側面板からの突出量が少なく、ほぼ面一の一端部３ｃを、係合部３ｅを組
み込んだ後に、スナップ結合しているので、組立の作業性がよい。
【００４０】
回転型の可変抵抗器からなる複数の電気部品１１ａ、１１ｂは、箱形のケース１２と、こ
のケース１２に取り付けられ、抵抗体（図示せず）を設けた絶縁基板１３と、この絶縁基
板１３に回転可能に取り付けられ、抵抗体上を摺動する摺動子１４を取り付け、中心に非
円形の孔を有する回転体１５とで構成されている。そして、隣り合う第４，第２側面板１
ｆ、１ｄには、取付孔１ｚ、１ｒにケース１２を取り付けて、２個の電気部品１１ａ、１
１ｂが互いに直角状態に取り付けられている。
そして、電気部品１１ａ、１１ｂが筺体１に取り付けられた際、電気部品１１ａ、１１ｂ
のそれぞれの回転体１５の非円形の孔には、第１，第２連動部材２，３の係合部２ｅ、３
ｅが係合し、第１，第２連動部材２，３の回動動作によって回転体１５を回転して、電気
部品１１ａ、１１ｂを操作するようになっている。
なお、この電気部品１１ａ、１１ｂの取付は、連動部材２，３を筺体１に組み付けた後に
行う。
【００４１】
合成樹脂の成型品等からなる底板１０は、球面状の凹部１０ａを有する突部１０ｂと、凸
部１０ｂの外周部に設けられたコイルバネ８用の凹部からなる受け部１０ｃと、直立して
設けられた支持壁１０ｄとを有する。
この底板１０は、筺体１の下方の開放部を塞ぐように、筺体１の下部に取り付けられてい
る。
そして、底板１０が取り付けられた際、図２に示すように、支持壁１０ｄの上端部が第１
連動部材２の一端部２ｃの下部を挟持して、この支持壁１０ｄと切り欠き部１ｓの上端と
で、一端部２ｃを回動可能に支持している。
【００４２】
また、第１，第２連動部材２，３の鍔部２ｆ、３ｆと底板１０の受け部１０ｃとの間にコ
イルバネ８を介在させ、このコイルバネ８によって、常時、第１，第２連動部材２，３を
上方に弾圧して、第１，第２連動部材２，３を常に水平状態を維持し、これによって、操
作軸４が未傾倒の直立状態にしている。
このような状態で、図４に示すように、操作軸４を第１連動部材２のスリット２ｂに沿っ
て回動（傾倒）した時、第２連動部材３の回動に伴って鍔部３ｆがコイルバネ８を押圧し
て、コイルバネ８を変形させ、また、図５に示すように、操作軸４を第２連動部材３のス
リット３ｂに沿って回動（傾倒）した時、第１連動部材２の回動に伴って鍔部２ｆがコイ
ルバネ８を押圧して、コイルバネ８を変形させるようになる。
なお、この際、受け部２ｈ、３ｇによってコイルバネ８がガイドされているので、スムー
ズに変形させることができる。
【００４３】
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また、操作軸４の傾倒動作を解除すると、変形したコイルバネ８によって、第１，第２連
動部材２，３が水平状態に戻るようになると共に、この動作で、操作軸４も直立状態に戻
されるようになっている。
即ち、コイルバネ８によって、第１，第２連動部材２，３と操作軸４の自動復帰を行わし
めるための復帰手段が形成されている。
【００４４】
このような構成を有する本発明の多方向入力装置の動作を説明すると、先ず、操作軸４を
傾倒させると、操作軸４は止め棒５、或いは一端部２ｃと他端部２ｄを支点として傾倒し
、その結果、操作軸４が第１連動部材２，又は／及び第２連動部材３を押圧して、これを
回転させる。
すると、第１，第２連動部材２，３がそれぞれ電気部品１１ａ、１１ｂの回転体１５を回
転させて、電気部品１１ａ、１１ｂを操作する。
【００４５】
また、操作軸４の傾倒動作を解除すると、コイルバネ８によって、第１，第２連動部材２
，３が水平状態に戻るようになると共に、この動作で、操作軸４も直立状態の元の状態に
戻される。
このようにして、本発明の多方向入力装置の動作が行われるものである。
【００４６】
なお、上記実施例では、筺体１を金属板で形成したもので説明したが、筺体１を合成樹脂
の成型品で形成しても良い。
また、第２連動部材３の一端部３ｃがスナップ止めされるもので説明したが、第２連動部
材３の両端部、又は／及び第１連動部材２の両端部をスナップ止めするようにしても良い
。
また、本実施例においては、他端部２ｄ、３ｄによって連動部材を第４，第２の側面板１
ｆ、１ｄに直接保持しているが、回転体１５によってのみ保持する、即ち、間接的に側面
板１ｆ、１ｄに保持しても良い。
【００４７】
【発明の効果】
本発明の多方向入力装置において、少なくとも一つの第１の側面板１ｃは、下方側に切り
込み部１ｇを設けて形成された舌片部１ｈを有し、この舌片部１ｈに設けられた孔１ｍに
は、筺体１の下方から筺体１内に取り付けられる第１，或いは第２連動部材２，３の少な
くとも一端部を挿入して、一端部を回動可能に保持したため、第１，或いは第２連動部材
２，３は、舌片部１ｈの孔１ｍにスナップ止が可能となり、従来に比して、その組立が容
易となり、安価なものを提供できる。
【００４８】
また、舌片部１ｈを設けた第１の側面板１ｃと対向する第２の側面板１ｄには、電気部品
の一つが取り付けられ、第２の側面板１ｄに設けた孔１ｐには、連動部材の他端部が回動
可能に保持されると共に、連動部材の一端部が舌片部１ｈの孔１ｈにスナップ結合された
ため、連動部材が舌片部１ｈの孔１ｍにスナップ止できて、従来に比して、その組立が容
易となり、安価なものを提供できる。
【００４９】
また、第１の側面板１ｃに設けられた切り込み部１ｇがＵ字状の孔で形成されて、舌片部
１ｈの両側には一対の側板部１ｊが形成されると共に、舌片部１ｈの下方に位置した状態
で、一対の側板部１ｊ間を繋ぐ連結部１ｋが設けられたため、側面板１ｃの強度を高める
ことができて、精度の良いものが得られる。
【００５０】
また、連結部１ｋには、外方に突出する逃げ部１ｎが設けられたため、逃げ部１ｎによっ
て舌片部１ｈの下方が開放されて、連結部材の一端部が支障無く、舌片部１ｈの下部にぶ
つかって、一端部のスナップ結合による組立が容易となって、組立性の良好なものが得ら
れる。
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【００５１】
また、第１連動部材２は、互いに対向する第３，第４の側面板１ｅ、１ｆに回動可能に取
り付けられると共に、第２連動部材３は、第１，第２の側面板１ｃ、１ｄに回動可能に取
り付けられ、第２連動部材３が第１連動部材２よりも下方に位置した状態で、第１，第２
の側面板１ｃ、１ｄに取り付けられたため、下方に位置して取り付けられた第２連動部材
３によって、上方に位置する第１連動部材２の落下を防止し、このため、爾後の組立性が
容易なものを提供できる。
【００５２】
また、第１連動部材２の一端部２ｃを保持する第３の側面板１ｅには、下方が開放した切
り欠き部１ｓを設け、この切り欠き部１ｓの上端には、切り欠き部１ｓの下方から挿入さ
れた第１連動部材２の一端部２ｃの上部を当接させると共に、第１連結部材２の一端部２
ｃの下部が底板１０によって支持されて、第１連動部材２の一端部２ｃが切り欠き部１ｓ
の上端と底板１０によって回動可能に保持されたため、従来のように筺体を開く等の作業
が無く、単に、第１連動部材２を筺体１の下方から挿入するだけでよく、組立性の良好な
ものが得られる。
【００５３】
また、第３の側面板１ｅと対向する第４の側面板１ｆには、電気部品のもう一つが取り付
けられ、第４の側面板１ｆに設けた孔１ｘには、第１連動部材２の他端部２ｄが回動可能
に保持されたため、孔１ｘ側を支点として一端部２ｃ側を押し込むだけで組立でき、作業
性の良いものが得られる。
【００５４】
また、第１連動部材２には、操作軸４が回転可能に取り付けられたため、操作軸４は孔１
ｂに挿通すれば良く、従って、従来に比して、組立性の良好なものが得られる。
【００５５】
また、第１，第２連動部材２，３が合成樹脂、或いは亜鉛ダイキャストの成型品で形成さ
れたため、第１，第２連動部材２，３の厚さを厚くでき、このため、スリット２ｂ、３ｂ
内における操作軸４と第１、第２連動部材２，３の対向面積が大きく、操作軸４と第１、
第２連動部材２，３との間の遊びが小さくなって、操作軸４の傾倒動作時に、直ちに第１
、第２連動部材２，３に傾倒動作が伝達できて、精度の良いものが提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の多方向入力装置の平面図。
【図２】図１の２－２線における断面図。
【図３】図１の３－３線における断面図。
【図４】本発明の多方向入力装置に係り、動作を説明するための説明図。
【図５】本発明の多方向入力装置に係り、動作を説明するための説明図。
【図６】本発明の多方向入力装置に係る操作軸の平面図。
【図７】本発明の多方向入力装置に係る操作軸の右側面図。
【図８】本発明の多方向入力装置に係る筺体の平面図。
【図９】本発明の多方向入力装置に係る筺体の正面図。
【図１０】本発明の多方向入力装置に係る筺体の裏面図。
【図１１】本発明の多方向入力装置に係る筺体の左側面図。
【図１２】本発明の多方向入力装置に係る筺体の右側面図。
【図１３】本発明の多方向入力装置に係る筺体の下面図。
【図１４】本発明の多方向入力装置に係る第１連動部材の平面図。
【図１５】図１４の１５－１５線における断面図。
【図１６】本発明の多方向入力装置に係る第１連動部材の下面図。
【図１７】本発明の多方向入力装置に係る第２連動部材の平面図。
【図１８】図１７の１８－１８線における断面図。
【図１９】本発明の多方向入力装置に係る第２連動部材の下面図。
【図２０】本発明の多方向入力装置に係り、第１連動部材の組立を説明するための説明図
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。
【図２１】本発明の多方向入力装置に係り、第１連動部材の組立を説明するための説明図
。
【図２２】本発明の多方向入力装置に係り、第１連動部材の組立を説明するための説明図
。
【図２３】本発明の多方向入力装置に係り、第１連動部材の組立を説明するための説明図
。
【図２４】本発明の多方向入力装置に係り、第２連動部材の組立を説明するための説明図
。
【図２５】本発明の多方向入力装置に係り、第２連動部材の組立を説明するための説明図
。
【図２６】本発明の多方向入力装置に係り、第２連動部材の組立を説明するための説明図
。
【図２７】本発明の多方向入力装置に係り、第２連動部材の組立を説明するための説明図
。
【図２８】従来の多方向入力装置の分解斜視図。
【図２９】従来の多方向入力装置の要部の断面図。
【図３０】従来の多方向入力装置に係り、操作軸を傾倒した状態を示す断面図。
【符号の説明】
１　筺体
１ａ　上面板
１ｂ　孔
１ｃ　第１の側面板
１ｄ　第２の側面板
１ｅ　第３の側面板
１ｆ　第４の側面板
１ｇ　切り込み部
１ｈ　舌片部
１ｊ　側板部
１ｋ　連結部
１ｍ　孔
１ｎ　逃げ部
１ｐ　孔
１ｑ　孔
１ｒ　取付孔
１ｓ　切り欠き部
１ｔ　受け部
１ｕ　側板部
１ｖ　連結部
１ｗ　逃げ部
１ｘ　孔
１ｙ　孔
１ｚ　取付孔
２　第１連動部材
２ａ　基部
２ｂ　スリット
２ｃ　一端部
２ｄ　他端部
２ｅ　係合部
２ｆ　鍔部
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２ｇ　孔
２ｈ　受け部
３　第２連動部材
３ａ　基部
３ｂ　スリット
３ｃ　一端部
３ｄ　他端部
３ｅ　係合部
３ｆ　鍔部
３ｇ　受け部
４　操作軸
４ａ　取付部
４ｂ　孔
４ｃ　操作部
４ｄ　突起
５　止め棒
８　コイルバネ
１０　底板
１０ａ　凹部
１０ｂ　突部
１０ｃ　受け部
１０ｄ　支持壁
１１ａ　電気部品
１１ｂ　電気部品
１２　ケース
１３　絶縁基板
１４　摺動子
１５　回転体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】
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